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特集・発達障害
一
．
発
達
障
害
と
は

「
発
達
障
害
」
と
は
、
幅
広
い
障
害
を
含
む
用
語
で
あ
る
。
現
状
で

は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
定
義
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
本
稿
で
は
、「
発
達
障
害
者
支
援
法
」
で
規
定
さ
れ
て
い
る

発
達
障
害
に
基
づ
い
て
、特
に
全
般
的
な
知
的
発
達
の
遅
れ
が
な
い
・

全
般
的
な
知
的
機
能
は
平
均
以
上
の
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）、
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
（
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
）、
自
閉
症
も
し
く
は
ア
ス
ペ
ル
ガ

ー
症
候
群
な
ど
を
示
す
用
語
と
し
て
、「
発
達
障
害
」
と
い
う
用
語

を
使
用
す
る
。

Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
）、

高
機
能
自
閉
症
も
し
く
は
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
（
以
下
高
機
能
自

閉
症
等
と
し
て
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
を
含
む
）
と
は
ど
の
よ
う
な

状
態
像
を
示
す
障
害
な
の
だ
ろ
う
か
。
文
部
省
（
一
九
九
九
）
及
び

文
部
科
学
省
（
二
〇
〇
三
）
の
調
査
研
究
協
力
者
会
議
は
、
こ
れ
ら

の
障
害
を
表
１
の
よ
う
に
定
義
付
け
て
い
る
。

Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
は
状
態
像
と
し
て
基
礎
的
学
力
の
困
難
さ
を

示
す
と
さ
れ
る
が
、
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
の
状
態
像
は
「
聞
く
、
話

す
、
読
む
、
書
く
、
計
算
す
る
、
推
論
す
る
」
の
い
ず
れ
か
も
し
く

は
複
数
の
領
域
に
困
難
を
示
す
と
い
っ
た
よ
う
に
、
非
常
に
幅
広
い

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
背
景
に
「
中
枢
神
経
系
の
何
ら
か
の
機

発
達
障
害
の
あ
る
学
生
の
理
解
と
支
援

佐
藤
　
克
敏

（
京
都
教
育
大
学
）
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能
障
害
が
推
定
さ
れ
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

状
態
像
の
背
景
と
な
る
認
知
能
力
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
も
各
児
童
生

徒
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
読
む
」領
域
の
困
難
さ
は
、

文
字
の
形
や
要
素
を
見
分
け
た
り
、
記
憶
し
た
り
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
い
っ
た
視
覚
的
・
空
間
的
な
情
報
の
知
覚
や
記
憶
に
関
連
し
た

困
難
、
音
を
分
解
し
た
り
合
成
し
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
に

関
連
し
た
聴
覚
―
音
声
刺
激
の
処
理
や
順
序
に
基
づ
い
て
情
報
を
処

理
す
る
継
次
処
理
の
困
難
、
文
字
を
継
時
的
に
目
で
追
う
こ
と
が
難

し
い
と
い
っ
た
視
覚
走
査
の
困
難
な
ど
が
あ
る
。
一
般
に
読
み
に
困

難
を
示
す
児
童
生
徒
は
、
学
習
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
読
む
こ
と
は
可

能
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
成
人
し
て
か
ら
も
読
む
こ
と
が
苦
手

で
あ
っ
た
り
、
読
み
間
違
え
が
多
か
っ
た
り
、
読
ん
で
意
味
を
理
解

す
る
こ
と
に
多
大
な
労
力
を
費
や
す
必
要
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が

多
い
。

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
）
は
、「
注
意
力
」「
衝
動

性
」「
多
動
性
」
を
特
徴
と
す
る
行
動
の
障
害
で
あ
る
。
目
に
見
え

る
特
徴
と
し
て
は
、「
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
が
多
い
」「
ち
ょ
っ
と
の
こ
と

で
カ
ッ
と
し
や
す
い
」「
整
理
整
頓
や
時
間
管
理
が
で
き
な
い
」「
遅

刻
や
期
日
ま
で
に
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」「
約
束
等

を
忘
れ
る
ま
た
は
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
が
あ
り
、
生
活
す

る
上
で
複
数
の
場
面
で
困
難
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
失
敗
経
験
や
対
人
関
係
で
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に
よ
っ
て
、

過
度
に
自
信
を
な
く
し
て
い
た
り
、
強
い
不
安
を
抱
え
て
い
た
り
す

る
場
合
も
あ
る
。

表１　文部科学省における各障害の定義
ＬＤ（学習障害） 活動内容（教育支援のみ）「学習障害とは、基本的には

全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、
書く、計算する、推論する能力のうち特定のものの習得
と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すものであ
る。学習障害は、その原因として、中枢神経系に何らか
の機能障害があると推定されるが、視覚障害、聴覚障害、
知的障害、情緒障害などの障害や、環境的な要因が直接
の原因となるものではない。」（文部省、1999）

ＡＤＨＤ （ 注意
欠陥 ・ 多動性障
害 ）

「ＡＤＨＤとは、年齢あるいは発達に不釣り合いな注意
力、及び／又は衝動性、多動性を特徴とする行動の障害
で、社会的な活動や学業の機能に支障をきたすものであ
る。また、７歳以前に現れ、その状態が継続し、中枢神
経系に何らかの要因による機能不全があると推定され
る。」（文部科学省、2003）

高機能自閉症等 「高機能自閉症とは、３歳くらいまでに現れ、①他人と
の社会的関係の形成の困難さ、②言葉の発達の遅れ、③
興味や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴とす
る行動の障害である自閉症うち、知的発達に遅れを伴わ
ないものをいう。また、中枢神経系に何らかの要因によ
る機能不全があると推定される。」（文部科学省、2003）



9 大学と学生 2010.6

特集・発達障害

自
閉
症
は
、
対
人
的
な
相
互
交
渉
な
ど
の
社
会
性
の
障
害
、
意
思

の
伝
達
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
害
、
限
定
さ
れ
た
行

動
、
興
味
、
活
動
と
反
復
的
で
常
同
的
な
行
動
な
ど
を
示
す
特
徴
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
高
機
能
自
閉
症
と
は
、
文
部
科
学
省
の
定
義

に
よ
れ
ば
、「
知
的
発
達
に
遅
れ
を
伴
わ
な
い
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、医
学
的
に
は
こ
の
よ
う
な
基
準
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
は
、
自
閉
症
の
特
徴
の
う
ち
言
葉
の
発
達
の

遅
れ
を
伴
わ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、「
自
閉

症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
」
と
し
て
自
閉
症
の
特
徴
を
連
続
的
に
捉
え

て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
以
上
の
特
徴
の
他
に
も
、

感
覚
器
官
へ
の
刺
激
に
対
す
る
異
常
性
、
二
つ
以
上
の
こ
と
を
同
時

に
遂
行
で
き
な
い
、
一
貫
し
た
意
味
や
全
体
像
を
見
い
だ
す
こ
と
に

困
難
を
示
す
と
い
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
他
者
と
の

会
話
の
仕
方
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
り
、
対
人
関
係
で
ト
ラ
ブ
ル
を
起

こ
す
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
他
者
の
感
情
の
理
解
や

自
己
の
理
解
に
困
難
を
示
す
こ
と
か
ら
、
被
害
的
も
し
く
は
他
害
的

な
言
動
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。

二
．
日
本
で
の
在
籍
及
び
支
援
の
状
況

二
〇
〇
八
年
六
月
に
日
本
学
生
支
援
機
構
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る

実
態
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、
障
害
の
あ
る
学
生
が
在
学
し
て
い
る

学
校
数
は
七
一
〇
校
で
、
回
答
校
全
体
の
五
七
・
七
％
で
あ
り
、
大

学
等
に
在
学
す
る
障
害
の
あ
る
学
生
数
は
五
四
〇
四
人
、
全
学
生
の

お
よ
そ
〇
・
一
七
％
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

障
害
種
別
に
障
害
学
生
数
と
障
害
学
生
総
数
に
よ
る
割
合
を
み
る

と
、
視
覚
障
害
の
あ
る
学
生
が
五
七
七
名
（
一
〇
・
七
％
）、
聴
覚
・

言
語
障
害
の
あ
る
学
生
が
一
三
五
五
名
（
二
五
・
一
％
）、
肢
体
不
自

由
の
あ
る
学
生
が
二
〇
六
八
名
（
三
八
・
三
％
）、
重
複
障
害
の
あ
る

学
生
が
七
九
名
（
一
・
五
％
）、
病
弱
・
虚
弱
の
あ
る
学
生
が
七
〇
三

名
（
一
三
％
）、
発
達
障
害
の
あ
る
学
生
が
一
七
三
名
（
三
・
三
％
）

と
な
る
（
こ
こ
で
の
「
病
弱
・
虚
弱
」「
発
達
障
害
」
の
判
断
は
、

医
師
の
診
断
書
が
あ
る
者
で
あ
り
、「
診
断
書
は
な
い
が
疑
わ
れ
る
」

「
本
人
は
発
達
障
害
と
言
っ
て
い
る
が
診
断
書
は
な
い
」
を
除
く
学

生
の
数
で
あ
る
）。

ま
た
、
学
校
に
支
援
の
申
し
出
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
学
校
が

何
ら
か
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
（
予
定
を
含
む
）
障
害
の
あ
る
学
生

の
数
と
そ
の
割
合
を
障
害
種
別
に
見
る
と
、
視
覚
障
害
」
四
五
二
人

（
七
八
・
三
％
）、「
聴
覚
・
言
語
障
害
」
九
二
三
人
（
六
八
・
一
％
）、

「
発
達
障
害
」
の
学
生
の
場
合
、
九
一
人
（
五
一
・
一
％
）
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
割
合
は
平
成
十
八
年
度
調
査
結
果
よ
り
も
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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三
．
発
達
障
害
の
学
生
へ
の
気
づ
き

現
状
で
は
、
大
学
入
学
後
に
本
人
が
何
ら
か
の
修
学
に
関
す
る
困

難
さ
身
体
的
も
し
く
は
精
神
的
な
厳
し
さ
を
感
じ
て
保
健
管
理
セ
ン

タ
ー
や
学
生
相
談
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
に
訪
れ
た
際
に
、
本
人
が
訴

え
て
い
る
症
状
以
外
に
、
相
談
担
当
者
が
得
意
的
な
行
動
特
徴
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
か
ら
、
発
達
障
害
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
は
、
ゼ
ミ
の
担
当

教
員
や
事
務
の
窓
口
な
ど
一
対
一
も
し
く
は
、
少
人
数
で
学
生
に
接

し
た
場
合
に
、
特
徴
的
な
行
動
を
示
す
こ
と
で
発
達
障
害
の
可
能
性

を
疑
う
こ
と
も
あ
る
。

日
本
Ｌ
Ｄ
学
会
研
究
委
員
会
が
発
刊
し
た
「
大
学
で
学
ぶ
発
達
障

害
学
生
の
理
解
と
支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド
」（
二
〇
〇
八
）
で
は
、

表
２
の
よ
う
な
行
動
特
徴
を
示
す
学
生
に
対
す
る
気
づ
き
を
例
示
し

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
例
は
、
特
定
の
場
面
だ
け
で
な
く
複
数
の
場
面
で

見
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
気
づ
き
に
対
す
る
情
報
の
共
有
や
連
携
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
特
定
の
行
動
の
み
を
取
り
上
げ
て
安
直
に
発

達
障
害
と
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
た

対
応
を
検
討
す
る
材
料
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

表２　場面と行動特徴
場面 行動特徴の例示

授業・実習で 語学など特定の科目でどうしても単位を取得できない
しばしばレポートの提出を忘れたり、試験の時間割を間違えたりする。
ノートを正確に要領よく取ることができない
実習先で、どう振る舞えばよいか分からず混乱して、不適切な行動を取っ
てしまう。
スケジュール管理が苦手で遅刻や欠席が多く、注意しても改まらない。

ゼミ・研究室で 発表が全く要領を得ず、討論にならない。
同じゼミ、研究室の学生と適切な仲間関係を築くことができない。
卒論・修論の取り組み方（手順、情報収集など）が分からず不安定になる。
思い込みやこだわりが強く、教員の指導に応じて学習の進め方を修正でき
ない。

事務窓口で 事務手続き（履修登録など）を頻繁に間違える。
自分の特性に合っていない職業を希望し続け、職員のアドバイスに耳を貸
さない。
気になることがあるとしつこく尋ねてくるが、何を知りたいのか良く分か
らない。

休み時間 ・ ｻｰｸ
ﾙ活動で

友達が全くいない。クラスメイトや同じサークルのメンバーと頻繁にトラ
ブルを起こす。
時間、約束が守れない。お金の適切な管理ができない。
些細なことでカッとしやすい。気持ちの切り替えが上手くない。
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四
．
発
達
障
害
の
あ
る
学
生
の
支
援
に
向
け
て

基
本
的
に
は
学
生
本
人
、
あ
る
い
は
保
護
者
か
ら
の
支
援
の
申
し

出
が
あ
り
支
援
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
日
本
学
生
支
援
機
構

が
発
刊
し
て
い
る「
教
職
員
の
た
め
の
障
害
学
生
修
学
支
援
ガ
イ
ド
」

（
二
〇
〇
九
）で
は
、支
援
の
段
階
を
表
２
の
三
段
階
で
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
時
に
困
難
を
示
す
場
面
と
困
難
さ
毎
に
支
援
内
容
を
示

し
、
表
３
の
三
段
階
の
支
援
を
割
り
当
て
て
い
る
。
表
４
に
一
例
と

し
て
授
業
（
講
義
・
実
験
・
実
習
）
に
お
け
る
支
援
内
容
を
示
し
た

（
こ
れ
以
外
の
支
援
内
容
に
つ
い
て
は
、「
教
職
員
の
た
め
の
障
害
学

生
修
学
支
援
ガ
イ
ド
」（
二
〇
〇
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
支
援
内

容
毎
に
、
当
該
の
支
援
を
行
う
段
階
を
想
定
し
、
●
、
◎
、
△
に
分

け
て
支
援
段
階
が
示
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
全
て
の
支
援

が
診
断
を
有
す
る
場
合
の
み
に
可
能
な
の
で
は
な
く
、「
本
人
や
保

護
者
が
支
援
を
求
め
て
い
る
場
合
」
も
し
く
は
「
周
囲
の
人
間
が
対

象
と
な
る
学
生
に
対
し
て
何
ら
か
の
困
難
を
感
じ
て
い
る
場
合
」
か

ら
で
も
支
援
可
能
な
内
容
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
連
続
性
の

中
で
支
援
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

授
業
に
お
い
て
は
、ど
の
よ
う
な
学
習
環
境
へ
の
配
慮
が
可
能
か
、

ま
た
は
必
要
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。「
読
み

上
げ
ソ
フ
ト
の
紹
介
」「
講
義
内
容
の
録
音
許
可
」
な
ど
の
必
要
な

ソ
フ
ト
や
器
機
の
紹
介
も
し
く
は
使
用
の
許
可
、
ま
た
は
「
具
体
的

な
質
問
を
す
る
」「
議
論
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
」
な
ど
の
教
示
や
ル

ー
ル
の
具
体
化
・
明
確
化
な
ど
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
申
し
出
や
教

員
の
気
づ
き
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
可
能
な
支
援
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
着
席
位
置
の
工
夫
な
ど
は
、
本
人
の
努
力
や
教
員
の

ア
ド
バ
イ
ス
等
で
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
資
料
の
電
子
デ
ー
タ

提
供
」「（
他
の
学
生
に
配
布
す
る
資
料
と
異
な
っ
た
）
詳
し
い
配
付

資
料
の
準
備
」「
事
前
に
個
別
に
必
要
事
項
を
伝
達
す
る
」
な
ど
の

場
合
は
、
他
の
学
生
よ
り
も
き
め
細
か
い
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

表３　支援の段階
● 専門医を受診し、発達障害の診断

を受け、障害であることの証明（療
育手帳や精神障害者保健福祉手帳、
あるいは医師からの診断書）があ
る場合には、本人の必要に応じた
支援を検討していただきたい事項。
（◎・△を含む）

◎ 手帳や診断書などの公的な証明が
なされていない場合でも、校医や
学生相談室など学内の専門家の意
見で発達障害の可能性がかなり高
いと思われる場合に支援が可能で
あると考えられる事項。（△も含む）

△ 「普段の行動から発達障害の可能性
が想定され本人や保護者が支援を
求める場合」や、「本人が障害を認
識せず自主的な申し出がないが、
周囲の人間がなんらかの困難を感
じている場合」も支援が可能であ
ると考えられる事項。
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特集・発達障害

か
ら
、
何
ら
か
の
特
別
な
配
慮
の
必
要
性
に

対
す
る
判
断
が
あ
っ
た
方
が
対
応
し
や
す
い

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
大
学
の
公
的
な
資

源
を
利
用
し
た
「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
」
に
つ
い

て
は
、
人
の
配
置
等
の
調
整
も
必
要
と
な
る

た
め
、
よ
り
公
的
な
判
断
が
必
要
と
な
る
だ

ろ
う
（
た
だ
し
、
周
囲
の
友
人
と
の
間
で
さ

り
げ
な
く
取
り
組
め
る
場
合
も
あ
る
）。

演
習
や
ゼ
ミ
、
あ
る
い
は
実
験
・
実
習
な

ど
、
小
グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
で
は
、
対
人
面

の
困
難
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
周
囲
の
学
生

へ
の
理
解
を
求
め
る
こ
と
で
対
応
で
き
る
可

能
性
も
少
な
く
な
い
が
、場
合
に
よ
っ
て
は
、

個
別
の
対
応
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
指
導
教
員
に
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
の
学
習
生
活
全
般
に
わ
た
る

困
難
さ
を
訴
え
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
場
面
で
は
、
本
人
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、

学
習
場
面
で
配
慮
に
協
力
し
て
く
れ
る
学
生

を
募
る
な
ど
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
が
活
用
で

き
る
よ
う
に
促
す
こ
と
も
必
要
と
な
る
。
よ

表４　授業（講義・実験・実習）における支援内容の例

どのような困難を示すか 支援内容 段階別
支援検討

文字を読むのが困難である 読み上げソフトの紹介 △

資料の電子データ提供 ◎

文字を書くのが困難である パソコンの持込許可 △

ノートテイク ●

話を聞きながらノートを取るのが困難
である

講義内容の録音許可 △

詳しい配付資料の準備 ◎

ノートテイク ●

決まった席でないと座れない 座席配慮 △

（演習など）自分の意見が言えない（ま
たは言いすぎる）

議論のルールを決める △

（演習など）質問に答えられない 具体的な質問をする △

（卒論など）テーマを決められない 担当教員による綿密な面談 △

授業に遅刻してしまう 時間管理スキル指導 △

急な変更に対応できない 事前に個別伝達 ◎

対人関係に問題が生じる 周囲の理解と本人への助言、心理カウンセ
リング △

集合場所・時間を間違える 自己管理スキル指導 △

連絡事項等文書伝達・注意喚起 △

手順を理解できない 分かりやすい手順説明資料を配布 △

注意力の問題がある 注意事項チェックリストを作成配付 △

グループメンバーに協力を依頼する △

細かい作業が苦手である グループメンバーに協力を依頼する △
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特集・発達障害
り
個
別
的
な
メ
ン
タ
ル
な
面
に
つ
い
て
の
支
援
は
、
学
生
相
談
な
ど

の
学
内
外
の
資
源
の
活
用
を
促
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

個
人
に
よ
り
配
慮
の
内
容
や
程
度
は
異
な
る
た
め
、
事
前
に
本
人

に
確
認
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
自
身
に
必
要
な
配
慮
を
自
覚

し
、
配
慮
を
要
請
す
る
こ
と
が
困
難
な
学
生
も
少
な
く
な
い
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

加
え
て
、
大
学
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
の
就
職
の
こ
と
も
考

え
る
と
学
生
の
自
己
理
解
も
し
く
は
障
害
理
解
を
促
す
こ
と
も
必
要

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
学
生
相
談
室
や
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
も
し

く
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
等
の
相
談
を
利
用
す
る
こ
と
を
勧
め
る
こ

と
や
、
具
体
的
な
問
題
の
解
決
方
法
を
学
生
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と

な
ど
を
通
し
て
、
本
人
が
自
身
の
困
難
さ
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と

や
自
分
に
合
っ
た
対
処
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
も
し
く
は
一
人
で

対
処
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
周
囲
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
な
ど

の
理
解
と
問
題
解
決
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
る

と
考
え
る
。

五
．
大
学
に
お
け
る
支
援
体
制

高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
、
組
織
的
な
対
応
を
実
施
し
は
じ
め
て

い
る
例
を
み
る
と
、
発
達
障
害
を
含
め
た
全
て
の
学
生
支
援
に
対
す

る
枠
組
み
を
構
築
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
全
学

的
な
組
織
と
し
て
対
応
し
て
い
る
例
、
障
害
の
枠
に
限
ら
ず
、
教
職

員
が
共
通
認
識
を
も
っ
て
対
応
す
る
た
め
の
学
生
支
援
懇
談
会
を
開

催
し
、
Ｌ
Ｄ
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉
症
等
の
学
生
へ
の
対
応
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
等
は
、
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
も
つ
教
職
員
が
行

う
な
ど
、
小
・
中
学
校
等
で
進
め
ら
れ
て
い
る
特
別
支
援
教
育
の
校

内
委
員
会
に
相
当
す
る
体
制
を
整
え
て
き
て
い
る
大
学
等
も
あ
る
。

ま
た
、
発
達
障
害
の
あ
る
学
生
を
含
む
学
生
全
体
の
支
援
を
視
野
に

入
れ
、
関
連
す
る
部
署
間
の
学
内
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う

に
、
既
存
の
組
織
の
改
編
を
行
っ
た
例
も
あ
る
。
保
健
セ
ン
タ
ー
や

学
生
相
談
室
等
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
学
生
課
や
学
生
セ
ン
タ

ー
や
就
職
課
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
学
生
と
直
接
接
す
る
職

員
の
理
解
が
高
ま
る
こ
と
と
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
学
生
相
談
室
等
と

の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
は
、
発
達
障
害
の
あ
る
学
生
の
支
援
に
お
い
て

必
要
不
可
欠
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
に
は
、
全
学
的
な
学
生
の

学
習
支
援
の
組
織
で
あ
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
Ｌ
Ｄ

等
の
学
生
に
対
し
て
学
習
支
援
を
行
い
、
同
時
に
学
生
相
談
室
に
お

い
て
心
理
・
生
活
全
般
に
対
す
る
相
談
を
実
施
す
る
な
ど
、
既
存
の

組
織
を
利
用
し
て
、連
携
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。

今
後
、
入
試
制
度
や
試
験
な
ど
を
含
め
た
修
学
支
援
や
就
職
支
援
な

ど
大
学
等
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
組
織
的
な
対
応
と
し
て
の
広
が
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特集・発達障害
り
が
求
め
ら
れ
る
。

文
献

独
立
行
政
法
人
国
立
特
殊
教
育
総
合
研
究
所
（
二
〇
〇
七
）
発
達
障
害
の
あ

る
学
生
支
援
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
ー
支
援
の
実
際
と
ポ
イ
ン
ト
ー.

ジ
ア
ー
ス

教
育
新
社.

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
二
〇
〇
九
）
教
職
員
の
た
め
の
障
害

学
生
修
学
支
援
ガ
イ
ド

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
二
〇
〇
八
）
大
学
・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
に
お
け
る 
障
害
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
実
態
調
査
に

つ
い
て

日
本
Ｌ
Ｄ
学
会
研
究
委
員
会
（
二
〇
〇
八
）「
大
学
で
学
ぶ
発
達
障
害
学
生

の
理
解
と
支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド
」（
一
）
―
（
四
）


